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この た び は 、 エ ル も モ 製品 を お 買上 げ い た だ きま し て 、 あ 
り が と う 0 し た 。 

この 製品 は 、 最 高級 8 ミリ カメ ラ と し て 、 あ ら め ゆめ る 機構 
『 2 な 、 い の オー マイ ティ 6 ミリ 
くる だ 光 よ です 。 に 強い 大 日 径 F1.2、 
0 Sa He し 
倍率 10 谷 ズー ムレ ンズ を 装備 し た スー パー1018 R 
この 説明 書 は 、 612 R を 中 心 に 印刷 され て いま す が 、 ボ テ 
ィ は 共通 で すか ら 、1018R の 取扱 いも まっ た く 同 じ で す 。 


この カメ ラ で 撮影 で きる スー パー8 フ ィ ル ム (サイ レン ト ) 
に は 次 の 種類 が あり ます 。 


は 李 ) ED 


| エク タク ロー ム 40 | 25 | 
| エク タク ロー ム 160 | 1i00 | 
2 生み 2 | > ここ 100 っ 
| き ダ グー 0. | 一 強 | 人 0 | 
| サク ラク ロー ム 160 。 | 100 | ieo | 
上 記 の 6 種 の フィ ルム の 中 で 、 タ イプ G を 除く 5 種 が タン グ 
条 4MPMKe コ 
れ て いま す 。) で 、 ムー ビー ライ ト な どの 人 工 光 下 で の 撮影 
適し た フィ ルム で す 。 5 の お 
と 、 自 動 的 に カメ ラ に 内 蔵 さ れ て いる 85 フ ィ ル ター が セッ ト 
され 、 そ の まま 屋外 (太陽 光 下 ) で の 撮影 が で きま す 。 (人 工 
光 で の 撮影 、85 フ ィ ル ター に つい て は 15 ペ ー ジ を 参照 し て 下 
さい 。) タイ プ G フ ィ ル ム は 、 ユニバー サル タイ プ と 呼ば れる 
フィ ルム で 、 人 工 光 下 、 太 陽光 下 を 問わ ず 、 ど ちら の 撮影 で 
陸前 の 

ラ に 装てん し た と き は 、 自 動 的 に 855 フ ィ ル ター は 外れ る よ 
首 * っ て いま す 。) 
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⑥ 巻 戻し ボタ ン A-M ダ イヤ ル 
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《 め 指標 つま み ゆ 外 部 電源 ソケット 
フィ ルム カウ ンタ ー( 記 憶 指針 付 ) D リ モー ト ソ ケッ ト 
アイ ピー スシ ャ ッ タ ー REC ソケット 
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ME 大 O TIMER 


⑳ 電動 ズー ミン グ ボ タン 
つゆ 露出 補正 切換 え ダ イヤ ル 
⑱ ズ ー ミ ング 切換 えつ まみ 
人 ゆ マク ロボ タン 

④ タイ マー 切換 え ダ イヤ ル 
⑳ フィ ルム タイ プ 確 認 窓 

@ こま 送り 速度 切換 えつ まみ 
⑳⑯ 折り た た み ボ タン 
⑥@ 電源 スイ ッ チ 
W グリ ッ プ 

⑪ リス トス トラ ッ プ 


9 前 部 ショ ル ダ ー ス トラ ッ プ 取付 け 人 金具 
0 デビ ー2 光 ンコ 

人 ゆ ズー ミン グ 速 度 切換 えつ まみ 

@ 後部 ショ ル ダ ー ス トラ ッ プ 取付 け 金 具 

5 プー ム マ イク 及び スト ロボ ホル ダー 取付 け 座 
人 ゆ 後 ぶ た 


人 9 バッテリー チェ ッ ク ボ タン 


ゆめ パッ テリ ー チ ェ ッ カー 表示 灯 
兼 フ ィ ル ム 送 0 表示 灯 

⑩ ファ イン ダー 

⑳ 後 ぶ た 開閉 つま み 

⑳ ポー ズ ス イッ チ 

@ 電池 室 ふ た つま み 


_ 三脚 取付 け 部 ね じ 


の 5 ら の の ら ② め 上皮 
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自動 オー バー ラッ プ 撮 影 きわ め て 簡単 に オー バー ラッ プ 撮 影 が で きま す 。 
フェ ー ド アウ ト 撮 影 を する と き は オー ト フ ェ ー ド ツマ ミ を フェ ー ド アウ ト に 
切換 える だ け 。 つ づい て 巻 戻 し に 切換 を えて シャ ッ タ ー レ バー を 紀 1 く と 巻 戻 し 
が 行わ も われ 。、 オ ー ト フェ ー ド ツマ ミ を フェ ー ド イン に 切換 えた 、 あ と は 伸二 シー 
ン を ね ら っ て 撮影 する だ け で す 。 


シャ ッ タ ー 開 角度 220 度 一 一 暗い 所 で も 補助 光 な し で 撮影 で きる 要素 の 1 つ で 
す 。 特に 612R は 、 レ ンズ も F1.2 と いう 明る い レ ンズ を 採用 し た ロー ライ トカ 
メラ で すか ら 、 高 感度 フィ ルム (エク タク ロー ム 160) で 撮影 する と き に は 、 
ほとん ど 補 助 光 は 必要 あり ませ ん 。1018R は 準 ロ ー ラ イト カメ ラ で す 。 


バル ス 式 同時 録音 撮影 同時 録音 ・ 同 調 映写 の 中 心 と な る エル モ フ ィ ル マ チ 
ッ ク サ ウン ド SR-1 また は DR- 1 と の 併用 で 、 本 格 的 な パル ス 式 同時 録音 撮 
影 が で きま す 。 


5 段階 の 撮影 こま 送り 速度 切換 え 一 一 18 こ ま 撮 影 に 加え て 、 1 こま 、6 こま 、 
24 こ ま 、54 こ ま の スロ ー モ ーション 撮影 が で きま す 。 


メモ タイ マー 内 蔵 一 -0.6、1 、2 、4 、8 、15、30 秒 の 7 段階 で 自動 1 コマ 
撮影 が で きま す 。 


ズー ミン グ 速 度 一 一 2 段階 の 電動 ズー ミン グ 速 度 切換 え が で きま す 。 


マク ロ 撮 影 ワン タッ チ の 切換 え で マク ロ 搬 影 が で きま す 。 


折り た た み 式 グリ ッ プ ホー ルディ ング 、 携 帯 に 便利 で す 。 


操作 の 要約 


も っ と も 標準 的 な 撮影 、 す な わ ち 毎秒 18 こま 、 自 動 絞 り で 撮影 され る と き の 操 作 は 次 
0 と 上 て です 。 


1 グリ ッ プ を お こし 電池 を 入れ ます 。 


り スー パー 8 フィ ルム を 入れ ます 。 


り シャ ッ タ ー レ バー を 引く 前 に 次 の こと を 確認 し て 下さ きい 。 
電源 スイ ッ チ を (OM に し ます 。 

A-M ダ イヤ ル は A (自動 絞り ) に な っ て いま すか 。 

ファ イン ダー は 、 あな た の 視 度 に 合っ て いま すか 。 

こま 送り 切換 え ダ イヤ ル は 1 有 ] に な っ て いま すか 。 


露出 補正 切換 え ダ イヤ ル は 計 に な っ て いま すか 。 


マニ ュ ア ルフ ェ ー ド つま み は の 位置 に な っ て いま すか 。 


タイ マー 切換 え ダ イヤ ル は IOFFI に な っ て いま すか 。 


ら の の の の の @@⑤@⑨( 


オー ト フ ェ ー ド つま み は ロ ッ ク さ れ て いま すか 。 
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ピン ト を 合わ せ 撮 影 し ます 。 


付属 品 の 取付 け 方 


ファ イン グー に ね じ 入 ん で 
友人 入り ます 。 ファイ デー 
か ら 不 要 な 光 が 入 る の を 防 
ぎ 、 搬 影 す る と き 、 カ メラ 
を 安定 させ る こと が で きま 
す 。 


圏 キャ リン グ ケ ー ス 


圏 レン ズ フ ー ド 
ーー 


折り た た み 式 で す 。 


逆光 に 
近い 撮影 な ど で 撮 影 革 囲 以 
外 か ら の 不要 な 有害 光線 を 
防ぎ 、 画 面 を 明快 に し ます 。 


カメ ラ 及 び 付属 品 は 写真 の 
よう に 収納 し ます 。 尚 、 キ 
\ リ ング ケー ス え 用 の ショ ル 
ダー スト ラッ プ は 、 図 の よ 
うに 、 ケ ー ス の 底 を 通し て 
ご 使用 下さ い 。 


田 ショ ル ダ ー ス トラ ッ プ 


カメ ラ を 肩 か ら 下 げ る こと 
が で き 、 携 行 に 便利 で す 。 
ショ ル ダ ー ス トラ ッ プ 取付 
座 に 取付 け ま す 。 


グリ ッ プ を 矢印 の 方 向 に 「 カ チッ 」 と 音 が 
する まで 引き 起こ し て 下さ ぃ い 。 グ リッ プ は 
完全 に ロッ ク さ れ ま す 。 


グリ ッ プ を 折り た た む お 時 は 折り た た み ボ 
タン を 押し て か ら 折 り た た ん で 下さ い 。 


グリ ッ プ の 底 の 電池 室 ふ た つま み を 左 に 回 
し 電池 室 の ふた を と り ま す 。 

乾電池 (SUM-3 また は AM3) を 6 本 電池 室 / - 環 較 
の 極 性 表示 マー クコ に 従っ て 正しく 入れ と っ だく 
電池 室 の ふた を し め ま す 。 っ 人 


田 電池 の 能力 の チェ ッ ク 


電池 の 能力 を 調べ る 時 は 、 電 源 ス イッ チ を 【ONJ 
に し カメ ラ の 後 側 に ある バッ テリ ー チ ェ ッ クボ 
タン を 押し て 下さ い 。 


1 . 電池 の 能力 が 充分 ある 時 は 表示 灯 が 点灯 し 
ます 。 


2 . 電池 が 消耗 し て き て 交換 の 時 期 が 近づい て 
いる 時 に は 表示 灯 が 点 減 し ます 。 こ の と き 
は まだ 撮影 に 支障 は あり ませ ん が 念 の た め 
新しい 電池 を 用 意 し て 下さ い 。 


3 . 電池 が 消耗 し て いる 時 は 表示 灯 は 点灯 し ま 
せん 。 新しい 電池 と 交換 し て 下さ い 。 


《 注 意 〉 
次 の よう な 場合 に は 電池 の 消耗 が 早かっ た り 、 電 池 の 性 能 が 低下 する こと が あり ます の で な る べく 新 
し い 高 性 能 電 池 か アデ アクセサリー の 9V パ ワー パッ ク を ご 使用 下さ い 。 


》 楽 准 地 (スキ ー・ ス ケー ト 場 等 ) で 撮影 する と き 。 
の スロ ー モ ーション 撮影 を 多く 行う と き 。 

《 短 時 間 に 多 く の フ ィ ル ム を 続け て 撮影 する と き 。 
《⑩ 長 時 間 の タイ マー 撮影 を する と き 。 


カメ ラ を 長期 間 ご 使用 に な ら な いと き は 、 電 池 が 自然 消耗 し 漏 液 する こと が あぁ 


り ま す の で 電池 を カメ ラ か ら 取 出し て お いて 下さ い 。 


グ フィ ルム を 入れ ます 


フィ ルム は スー パー 8 フィ ルム を ご 使用 下さ い 。 カ ー ト リッ ジ 1 本 で は 標準 速度 
(毎秒 18 こ ま ) で 約 3 分 20 秒 間 の 撮影 が で きま す 。 


裏ぶた 開閉 つま み を 右 に 押し て 後 ぶ た を 開き ま 
す 。 

スー パー 8 フィ ルム の ラベ ル 側 を 右 に し て フィ 
ルム 室 へ 押し 入れ て 下さ い 。 後 ぶ た は フィ ルム 
を 入れ た 後 、 確 実に 閉め て 下さ い 。 


一 フィ ルム タイ プ の 確認 


カメ ラ に 装てん され た フィ ルム の 種類 は 、 フ ィ 
ルム タイ ブ プ 確 認 窓 を 通し て 確か め る こと が で き 
ます 。 フィルム ASA 感度 は 、 カ メラ に 装てん き 
れる と フィ ルム の ASA 感 度 に 応じ て 、 自動 的 に 
次 の どれ か に セッ ト さ れ ま す 。 


号 光 用 ASA 25, 100 
人 工 光 用 ASA 40, 160 
タイ プ G ASA 160, 
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ウ シャ ッ タ ー レ バー を 引く 〈 前 に 


《 電源 スイ ッ チ 
ON に な っ て いま すか 。 
LONJ の 位置 で フィ ルム 送り 、 自 動 絞 り 、 手 動 
縮 り 、 パ ワー ダー ミッ ャ グ 、 パ バッ テリ サー チュッ 
ク な ど 総 て の 機能 が 作動 可能 に な り ま す 。 
RL の 位置 に し て 、 シ ャ ッ タ ー レ バー を 引 生 
く と フィ ルム 駆動 状態 で ロッ ク さ れ ま す 。 ロ ッ ク 状 態 を 解除 する に は BN の 公 還 
に し ます 。 
カメ ラ を 使用 し な い 時 や 、 収 納 さ れる と き は OFF の 状態 に し て 下さ い 。 不 用 意 
に カメ ラ が 作動 する の を 防ぐ こと が で きま す 。 


《》 A-M ダイ ヤル 


一 般 撮影 で は 、A (自動 絞り ) に 合わ せ て 
お け ば 、 露 出 に 気 を つか うこ と な く 、 シ ャ 
ッ タ ー レ バー を 引く だ け で 撮影 で きま す 。 
(カメ ラ の EE 機構 が 働い て 、 被 写 体 の 明 
る さ 、 フ ィ ル ム の ASA 感 度 、 撮影 速度 に 応 
じ て 、 自 動 的 に 露光 量 を カメ ラ が 設定 し ま 
す 。/ 

M (手動 絞り ) に つい て は 、 次 ペー ジ を 参 
周 し て 下さ い 。 


《 注 意 〉 

この カメ ラ は シャ ッ タ ー レ バー が 2 段 ス イッ チ 
に な っ て いま す 。 1 段 目 の スイ ッ チ で EE ( 自 
動 絞り ) 回 路 が 働き ます 。 シ ャ ッ タ ー レ バー を 
1 段 引 いて 下さ い 。 ファ イン ダー 視野 内 に 絞り 
値 指針 が 適正 絞り 値 を 示し ます 。 

2 段 且 の スイ ッ チ で フィ ルム が 給 送 きれ ます 。 


6》 視 度 調節 リン グ 


念 手動 絞り で 撮影 する と き は 


お 望み の 、 あ る 一 定 の 露出 (絞り 数 値 ) で 
固定 し て 撮影 する こと も で きま す 。 
この 場合 、A-M ダ イヤ ル を 手前 に 引き な 
が ら 、 ダ イヤ ル を 右 に 回 し 、M (手動 絞 

り ) に 切換 えて 下さ い 。 
次 に 、 シ ャ ッ タ ー レ バー を 一 段 目 まで 引 
いて ファ イン ダー を 見 な が ら 、 合 わせ よ 
うと する 絞り 数 値 の 位置 に 絞り 値 指針 が 
くる よう 、 ダ イヤ ル を 回 し て 下さ い 。 
撮影 が 終わ れ ば 、 必 ず ダ イヤ ル を A ( 自 
動 絞り ) に も ど し て 下さ きい 。 


視 度 調節 リン グ を 回 すこ と に よっ て 、 フ ァ 
イン ダー を あな た の 視 度 に 合わ せる こと が 


距離 目盛 を o (無限 速 ) に し て 遠く の 物体 
を ファ イン ダー で 見 て 下さ い 。 

そし て 、 中 央 の 小 円 (スプ リッ ト ) 内 の 像 
が 水平 方 向 の 直径 線 の 上 下 で 一 致す る 所 ま 
で 視 度 調節 り リング を 回 し て 下さ ぃ 。 こ の 位 
置 が あな た の 視 度 に 最も 合っ な 所 で す 。 
この 調節 は 、 あ な た の 有 目 の 視 度 と 、 フ ァ イ 
ンダ ー を 調節 する た め の も の で 、 被 写 体 の 
ピン ト 合 わせ (16 ペ ー ジ 参照 ) で は あり ま 
せん 。 

視 度 調節 は 一 度 、 合 わせ て お け ば 、 同 じ 人 | 
が 使う か ぎり 、 再 調節 の 必要 は あり ませ ん 。 較 議 
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9 - ま ※ り 束 度 切換 え ダ イヤ ル 


こま 送り 速度 切換 え ダ イヤ ル は 18(18 こま ) 
に な っ て いま すか 。 

一 般 の 撮影 は 18 (標準 ) に 合わ せま す 。 本 
格 的 な トー キー 映画 を つく る 時 は 24 こ ま に 
合わ せま す と より 良い 音質 の 映画 が つく れ 
ます 。 こ の 時 自動 絞り も 24 こ ま に 対 し て 適正 に な る よう 自動 的 に 切換 わり ます 。 
1 こま 、6 こ ま に つ いて は 22 ペ ー ジ を ご らん 下さ い 。 

目盛 は 、 中 間 の 位置 に モッ ト し な いで 下さ い 。 


G) 趣 出 補正 切換 え ダ イヤ ル 


露出 補正 切換 え ダ イヤ ル は 山 の 位置 に な っ 
て いま すか 。 

A-M ダ イヤ ル を A (自動 絞り ) に 合わ せ 、 
露出 補正 切換 え ダ イヤ ル を 冒 の 位置 に 合 
わせ て お け ば 起 光 に 気 を つか うこ と な く 撮 
影 が で きま す が 、 露 出 補正 切換 え ダ イヤ ル 
に より 自分 の 好み の 露出 に 調節 し た り 、 又 、 逆 光 搬 影 の 場合 に は OVER 側 の 位 
置 に 合 わせ る こと に より 良い 画面 が 得 ら れ ま す 。 

露出 補正 の 調節 を され る と き は 、26 ペ ー ジ を 参照 し て 下さ い 。 


》 マニ ュ ア ルフ ェ ー ド つま み 


マニ ュ ア ルフ ェ ー ド つま み は の 位置 に な 
つて いま すか 。 

マー ュ み ア ルプ ブ ェ ー ド つま み は 。、 シ ャ ッ プ アー 
開 角度 を 変化 させ る つま み で す 。 一 般 撮影 
の 場合 は 、W に 合わ せ て お きま す 。 

この つま み を 利用 し て 特殊 な 効果 を 目的 と し た 撮影 に つい て は 、25 ペ ー ジ (冬山 、 
海岸 な ど で の 撮影 の 項 ) を ご らん 下さ い 。 


9 オー ト フ ェ ー ド つま み 


通常 の 撮影 で は LOCK の 位置 に し て お き 
ます 。 (安全 ロッ ク が 働い て 、 不 用 意 に フェ 
ー ド アウ ト や フェ ー ド イン 撮影 を し て し ま 
う ミ ス を 防ぐ こと が で きま す 。) 

この つま み を 活用 し た フェ ー ド アウ ト 、 フ 
ェ ー ド イン 、 オ ー バ バー ラップ 撮影 に つい て 
は 27 一 333 ペー ジ を 参照 し て 下さ い 。 


6) フィ ルター キー( 人 エエ 光 下 て の 撮 昌 


付属 の フィ ルター キー は 、 人 工 光 下 で 周明 
され た 場所 で 撮影 する と き に 使用 する も の 
で 、 カ メラ 内 蔵 の 85 フ ィ ル ター を 外す 働き 
レ し ます 。 

( 尚 、612R は 、F1.2 と いう 明る い レ ンズ を 
装備 し て いま す の で 、 高 感度 フィ ルム の エ 
クタ クロ ー ム 160 を 使え ば 、 暗い と ころ で も 
補助 光 な し で 撮影 で きま す 。 特に 、 い っ そ 
う 明 る く と いう 場合 に は 、 専 用 の ムー ビー 
ライ ト を 使用 し て 下さ い 。) 

ムー ビー ライ ト を カメ ラ に 直接 つけ る 場合 
は 。 売 アク セ サ ザ サリー の ムー ビー ライ ト を 
つけ た 「 専 用 プラ ケッ ト 」 を カメ ラ の ムー 
ビー ライ トシ ュー に し 込ん で 下さ きい 。 に 
の 場合 も 、 自 動 的 に 85 フ ィ ル ター が 外れ ま 


す 。) ムー ビー ライ ト を カメ ラ か ら 離 し て 使用 する 場合 は 、 ブ プラ ケッ ト を その まま 
ショ ュー に 大 すか フィ ルター キー を 便 用 し て 下 き いり い 。 


@ カメ ラ 内 蔵 の 85 フィ ルター に つい て 
スー パー 8 フィ ルム は ふつ う 「 人 工 光 」 の も 
と で 適正 な 色彩 表現 が で きる よう に つく られ 
て いま す 。 そ の まま 太陽 光 の も と で 使用 し ま 
す と 、 青 一 色 の よう な 画面 に な り ま す 。 そ れ 
を 防ぎ 補正 する た め に 、 ス ー パ ー 8 の カメ ラ 
は 一 般 に 、「 太 陽光 」 の も と で の 撮影 で 適正 な 
色彩 が 得 ら れる よう に 、 琉 百 色 系 の 85 フ ィ ル 
ター を 内 蔵 し て いる の で す 。 フ ィ ル ター キー 


は 、 人 工 光 下 で の 撮影 で この 内 蔵 フ ィ ル ター 
を 必要 に 応じ し て は ず す た め の も の で す 。 
85 フ ィ ル ター は 、 タ イプ G の スー パー8 フ ィ 
ルム を 入れ だ ときには 、 そ の フィ ルム に 連動 
し て は ずれ る よう に な っ て いま す 。 

フィ ルター キー を カメ ラ よ り 外 し た と き は 、 
内 蔵 の 85 フ ィ ル ター は 自動 的 に 元 の 位置 へ セ 
人 意 和 ます 。 
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く <612R 用 ファ イン ダー> 


較 ファ イン ダー 


ファ イン ダー 内 て で 次 の 
チェ ッ ク が で きま す 


の 引 FILM 還 議 RECI 


 A_M タ イヤ ル が A( 自 動 絞り ) に な っ て いる と き は 、 枝 写 体 に カメ ラ を 向け シ 


ャ ッ タ ー レ バー を 一 段 引 け ば 自動 的 に その 絞り 数値 を 示し ます 。 指 針 が 右 の 
ta マー ク 内 に ある 時 は 時 すぎ る と き で す 。 指 針 が 左 の gg マー ク 内 に ある 時 
は 、 明 る すぎ る と き で 、 い ずれ も 美しい 画面 は 得 ら れ ま せん 。 暗 すぎ る と き 
は 別売 の エル モ ム ー ビ ー ラ イト を 、 明 る すぎ る と き は ND4 フ ィ ル ター を 使用 
する か 、 冬 山 、 海 岸 な ど で の 撮影 の 項 (25 ペ ー ジ ) を 参照 し て 下さ い 。 


ピン ト 合 わせ 

ピン ト が 合っ て いな いと き に は 、 小 円 内 の 画像 が 水平 方 向 の 直径 線 の 上 下 で 
食い ちがっ て いま す 。 ピ ント 合わ せ リ ング を まわ し て 調節 し ます と 、 画像 の 
食い ちがい が な く な っ て きま す 。 ス プリ ッ ト イ メー ジ は 、 レ ンズ を 望遠 側 い 
っ ぱい に し て 画像 を 大 きく する と 見 や すく 、 ピ ント 合わ せ も 正確 に で きま す 
か ら 、 ピ ント 合わ せ の と き は 、 い つ で も 望遠 側 に し て ピン ト 合 わせ を し た 方 
が 合わ せ や すく 便利 で す 。 こ の あと 、 お 好み の 構図 に 戻し て 撮影 を し て 下さ 
い 。 


《 注 意 〉 
視 度 調節 (13 ペ ー ジ 参照 ) を 正しく 行っ て いま せん と 、 ピ ント 合わ せ が 正 確 に で きま せん 。 


ピン ト が 合っ た と き 


ビジ ト が 合っ て い 共 いと き 


被 写 界 深 度 と は : 被写体 に ピン ト を 合わ せ た と き 、 被 写 体 の 前 後に ある 男 囲 も 
レン ズ の 性 質 上 、 実 質 的 に ピン ト が 合い ます 。 こ の 前 後 の ピ 


ント の 合う 範囲 を 視 写 界 深度 と いい ます 。(43 一 45 ペ ー ジ 参照 ) 


⑥ シャ ッ タ ー 開 角度 表示 
カメ ラ の シャ ッ タ ー 開 角度 に 応じ し て 、 フ ァ イ ン ダー の 左端 に 降り て きま す 


詳細 に つい て は 29 ペ ー ジ を 参照 し て 下さ い 。 


《 フィ ルム 在 否 マー ク 
ィ ル ム が は いっ て いな い 時 、 及 び フ ィ ル ム が 最後 まで 撮影 され た 


み メ テア に ブフ 
時 、 シ ャ ッ タ ー レ バー を 引く と |FILMI の マー ク が 点灯 し ます 。 双 フィ ルム が 50 
ラマ ルス 式 


フィ ー ト 近く まで 撮影 され る と [FILM| の マー ク か が 点滅 を 始め ます 。 
同時 録音 撮影 以外 の 撮影 で は 、 こ の 点 減 が 始ま っ て も 、 撮 影 を つづ け て 下さ い ぃ い 


⑥ 録音 確認 シグ ナル 


カメ ラ に 専用 の 同時 録音 用 カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ ー (エル モ フ ィ ル マ チ ッ 
|IREC 赤 


クサ ウン ド SR- 1) を 接続 し ます と 、 ファ イン ダー 内 の [REC| マー ク が 赤 


く 点灯 し ます 。 同 時 録音 撮影 中 は 赤く 点 減 を つづ け ま す 。 


17 


作 提 末 


上 カメ ラ の 構え 方 
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撮影 中 は カメ ラブ レ を 防ぐ た め に 写真 の よう に 安定 の よい 構え 方 を し て 下さ い 。 


《》 三脚 を 使う と き 
カメ ラ 底 部 の 三脚 取付 部 ね じ を 利用 し て 三 
脚 に カメ ラ を 固定 させ て 撮影 する こと も で 
きま す 。 
特に 望 可 ぎみ で 撮影 を 行う と き や 、 1 こま 、 
タイ マー 等 で 撮 影 を 行う と き は 三脚 を 使用 
し て 下さ い 。 


《 注 意 〉 

カメ ラ を 三脚 に 取付 け て 撮影 する と き 、 一 度 構図 を 
決め て し まえ ば 、 そ の つど ファ イン ダー を の ぞ く 必 
要 が あり ませ ん 。 こ の と き に は 必ず 、 アイ ピー スシ ャ 
ッ タ ー を C の 位置 に し て 下さ い 。 フ ァ イ ン ダー か ら 
の フィ ルム へ の 人 逆 入 光 を 防ぐ こと が で きま す 。 


《⑳ フィ ルム カウ ンタ ー / 記 憶 指針 


6》 ズー ミン グ 


ズー ミン グ 切 換え つま み に よ っ て パワ ー ズ 
ー ミ ング (P) と マニ ュ ア ルズ ー ミ ング (M) 、 
と を 切換 えま す 。 パ ワー ズー ミン グ の 場合 
ズー ミン グ 速 度 切 換え つまみ に より 低速 パ 
ゲッ ーー 天 一 ミ シ グ 。 計 賠 ツー ズ メー ョ シグ に 
切換 を る こと が で きま す 。 

ファイ ング ダー を みな が ら ズ ー ミ シグ ボク タン 
了 を 押す と 棚 く の 人 物 等 を 次 第 に チップ す 


る こと が で まき 、 逆 に W を 押す と 、 人 物 等 の Na ee 
テッ プ か ら 次 第 に まわ り に ある 物 も 入り こ ' 


ん で きま す 。 

ズー ミン グ 切 換え つま み が M の 位置 に ある 
と き は マニ ュ ア ルズ ー ミ ング レバ ー で きわ 
め て スム ー ズ に お 好み の 速度 で ズー ミン グ 
撮影 する こと が で きま す 。 


人 フィ ルム カウ ンタ ー 

撮影 の 進行 に より 、 走行 し た フィ ルム の フィ ー ト 数 に 従っ 
て フィ ルム カウ ンタ ー の ダイ ヤル が 回 転 し 、 撮影 し 終わ っ 
た フィ ルム 量 を 示し ます 。 ダ イヤ ル が 50 の 近く に くる と フ 記憶 指針 

ァ イ ン ダー 内 の [FILMI の マー ク が 赤く 点 減 し 、 撮影 完了 の 近い こと を 警告 し ま 
す が 、 同 時 録音 で な いと き の 撮 影 は この 点滅 が 止ん で 点灯 し た まま に な る まで 
つづ ける こと が で きま す (撮影 の 終わ っ た フィ ルム を カメ ラ か ら 取 り 出 し た と 
き 、 フ ィ ル ムカ ウン ター は 自動 的 に ゼロ に 復元 し ます 。) 

金 記憶 指針 

記憶 指針 は カー トリ ッ ジ を 撮影 途中 で ぬき と っ た 時 の フィ ルム カウ ンタ ー の 記 
憶 と し て ご 使用 下さ い 。 た と えば カウ ンタ ー が 「20」 の 位置 で カー トリ ッ ジ を 
ぬき と っ た 場合 、 カ ウン ター は S に 復帰 し て し まい ます 。 カ ー ト リッ ジ に は 
し 「20」 撮 影 済 〕 と 書い て お きま す 。 つ ぎ に こ の カー トリ ッ ジ で 撮影 を 行う と 
き に は 、 記 憶 指針 つま み を 20 の 位置 に セッ ト し ます 。 あ と は 、 記 憶 指針 (青色 
且 針 ) が 撮影 フィ ー ト 数 を 示し ます 。 
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《G》 フレ ー ム カウ ンタ ー 
フレ ー ム カウ ンタ ー は 1 目盛 が 2 こま 、1 
回 転 が 72 こ ま (}1 フ ィ ー ト ) を 示し ます 。 
1 こま 撮影 、 タ イマ ー 撮 影 な ど に 利用 し 
て 下さ い 。 指標 つ まみ で いつ で も 0 は に 合 
わせ る こと が で きま す 。 


》 フィ ルム 送り 表示 


撮影 中 正常 に フィ ルム が 給 送 きれ て いれ 
ば フィ ルム 送り 表示 灯 (バッ テリ ー チ ェ 
ッ カ ー 表 示 灯 兼用 ) が 点滅 し ます 。 


《 注 意 〉 


1. 1 こま 撮影 の と き に は 、 不 自然 な 点 減 に な り ま す が 、 カ メラ の 故障 で は あり ませ ん 。 
2. シ ャ ッ タ ー レ バー を 離し た と き 、 場 合 に よっ て は 、 段階 的 に 表示 灯 が 消 を る こと が あり ます 。 


較 フィ ルム の 出し 方 


ファ イン ダー 内 の [FILMI の マー ク が 赤く 点灯 し た ら フ ィ ル ム が 最後 ま 
で 搬 影 され た こと を 意味 し ます 。 後 ぶた を 開き カメ ラ の 下 の レ バー を 
手前 に 引け ば フィ ルム カー トリ ッ ジ が で て きま す 。 カ ー ト リッ ジ 開 日 部 
の フィ ルム 面 に は EXPOSED( 撮 影 済 ) の 文字 が 表示 され ます 。 


ロ 
ゆ 
と 
に 3 
ら 


和 ら こん な 撮影 6 も で きま す 


| マク ロ 撮 影 


パン フレ ッ ト や 、 地 図 の 部 分 的 な クロ ー ズ 
アッ プ を し た り 、 イ ン サ ー ト カッ ト に マク 
ロ 撮 影 を ご 利用 下さ い 。 

又 、 マ クロ 撮影 は 、 ピ ント の 合う 範囲 が き 
わ め て 狭く 、 手 前 の 被写体 か ら 興 の 被写体 
へ の 「 ピ ント 送り 」 撮影 も で きま す 。 ズー 
ミン グ 切 換え つま み を M に し ます 。 次 に ズ 
ー ミ ング リン グ を 612R の 場合 は 42mm、1018R の 場合 は 70mm 側 へ いっ ぱい 回 し て 
下さ い 。 次 に この リン グ の 赤い ボタ ン を 押し な が ら 7mm 側 へ ゆっ くり リン グ を 回 
し て 下さ い 。 ピ ント 合わ せ は ズー ミン グリ ング を 回 し な が ら フ ァ イ ン ダー の スプ 
リッ トイ メー ジ で 条 い ます 。 こ の と き ピ ント 食わ 世 リ シグ は どの 信 還 に あっ て も 
か まい ませ ん 。 マ クロ 撮影 が 終わ れ ば ズー ミン グリ ング を 42mm 駐 は 70mm 側 へ いっ 
ぱい 回 し て 下さ い 。「 カ チッ 」 と 音 が し て 元 の 状態 に も どり ます 。 


人 @「 ピ ント 送り 」 撮 影 


(高速 度 撮 影 ) 
想 写 体 の 動き を ゆっ くり 、 や わら か く 表 現 
し た り 、 そ の 他 ス ポー ツ の 動作 解析 等 に 利 
用 し ます と 効果 的 で す 。SM レ バー を 下方 
に 押し 下げ ます と 18 こ ま 撮 影 の 途中 か ら で 
も スロ ー モ ーション 撮影 (こま 送り 速度 は 
約 54 こ ま ノ 秒 ) に 切換 え を る こと が で きま す 。 
自動 絞り の まま で きま す 。 


《 注 意 》 
] スロ ー モ ーション 撮影 の 場合 は 、 こ ま 送 り 速 度 切換 え を ダイ ヤル は 18 に 合わ せ て 下さ い 。 
他 の こま 送り 速度 位置 に し ます と スロ ー モ ーション 撮影 の 露出 が 不適 正 に な り ま す 。 


2 18 こ ま 撮 影 状 態 か ら ス ロー モー ショ ン 撮 影 に 切換 を た り 、 又 、 こ の 逆 を 行っ た 場合 
に 切換 え 時 点 で 撮影 し た 画面 の 明る さ に 多少 の ムラ を 生じ る こと が あり ます 。 こ れ 
は こま 送り 速度 の 切換 え の と き に 起こ る 現象 で 故障 で は あり ませ ん 。 


3 SM レバ ー は 速やか に 押し 下げ て 下さ い 。 
は じ め か ら ス ロー モー ショ ン 撮 影 を する 時 は 、 先 に SM レバ ー を 押し 下げ て か ら シ 
ャ ッ タ ー レ バー を 引い て 下さ い 。 


和信 スロ ー モ ーション 撮影 を 行う} と き は 、 な る べく SM レバ ー を 離し て か ら シ ャ ッ タ ー 
レバ ー を 離し て 下さ い 。 
み カメラ に 余分 な ショ ッ ク を 与え る こと を 防ぎ ます 。 


《》 6 こま 撮影 

特に 光 が 不 足し て いる 暗い と ころ で 、 あ ま 
り 動 か な い 被 写 体 を 撮影 する 場合 に は 、 こ 
ま 送 り 速 度 切換 え ダ イヤ ル を 6 に 合わ せ て 下 
さい 。 露光 時 間 が 18 こ ま の 場合 の 3 倍 に な 
り ま す の で お どろ く ほ ど ピ 明る く 撮 影 で きま 
す 。 こ の ほか 6 こま 撮影 は 喜劇 的 な 効果 を 
出す 「 こ ま 落 し 撮影 」 に も 活用 で きま す 。 6 こま で 撮影 し た フィ ルム を 18 こ まで 
映写 し ます と コミ カル に 動い て 見 えま すか ら 、 い つも と は ちがっ た 見 慣れ な いた 
の し い 映 画 に な り ま す 。 


《 注 意 〉 
6 こま 撮影 の と き に は 、 映 写 の と き に 必要 と 思わ れる 秒 数 の 3 倍 の 時 間 だ け 撮 影 し て 
下 き い 。 


0 | - ま 撮影 、 タイマー 撮影 
アニ メー ショ ン 映 画 (動画 、 人 形 映 画 ) を 制作 する た め に は 1 こま 撮り を し な く 
て は な り ま せん 。 つ ぼ み が スル スル と 開い て 開花 する と ころ や その 他 動 物 、 植 物 
な どの 微速 度 の 動き の 分 析 を する 場合 も 、 1 こま ずつ 撮影 し ます 。 


1 こま 撮影 を する た め に は 「 こ ま 送 り 速 度 切換 え ダ イヤ ル 」 を 1 に 合わ せ 、 タ イ 
マー 切換 え ダ イヤ ル を OFF に 合わ せま す 。 シ ャ ッ タ ー レ バー を 1 回 引く ご と に 
1 こま ずつ 撮影 され ます 。 1 こま で 撮影 する 場合 に は カメ ラ ぶ れ を 防ぐ た め 、 カ 
メラ を 三脚 に 取り 付け て 下さ い 。 

1 こま 撮影 を 一 定時 間 間隔 で 自動 的 に 撮影 する 時 は 、 こ ま 送 り 速 度 切換 え ダ イヤ 
ル を 1 に 合わ せ 、 タ イマ ー 切 換え ダイ ヤル を 好み の 時 間 間 隔 に 合わ せ て 下さ い 。 各 
数 字 が 時 間 間 隔 を 示し ます 。 時間 間 隔 を セッ ト す れ ば 、 電 源 ス イッ チ を RL に し 、 
1] 度 、 シ ャ ッ タ ー レ バー を 押し て 下さ い 。 あ と は 自動 的 に 撮影 で きま す 。 


MEMMO TIMER EXP ADJ ZOOM 


1 タイ マー 撮影 の 場合 は 、 映 写 の と き 必 要 と 思わ れる 時 間 を フレ ー ム カウ ンタ ー 又 は フィ ルム 

カウ ンタ ー で 確認 し て 下さ い 。 

1 こま 、 タ イマ ー 撮 影 の 場合 に は 、 な る べく パワ ー パ ッ ク を 使用 きれ る よう お すす めし ます 。 

さ 1 こま 撮影 の 場合 、 構 図 を 決め て し まえ ば 、 あ 
と は その つど 、 フ ァ イ ン ダー を の ぞ く 必 要 は あ 
り ま せん 。 こ の と き は 、 カ メラ の アイ ピー スシ 
ャ ッ タ ー を C(close) に し 、 フ ァ イ ン ダー か ら 
光 が 入 ら な いよ うに セッ ト で きま す 。 

人 邊 1 こま 、 タ イマ ー 撮 影 の 露出 は 、A-M ダイ ヤル 
を A (自動 絞り ) に セッ ト し て お け ば 、 す べ て 
カメ ラ が 露出 を 自動 的 に 決め て くれ ます 。 アイ p ら あと ww Ph キャー 


INe 
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9 スト ロボ 発光 同調 撮影 


1 こま 撮影 の と き に 、 一 般 ス チル カメ ラ と 同様 に 、 ス トロ ボ を 併用 し て その 発光 
と 同調 撮影 が で きま す 。 市 販 の スト ロボ を アダ プター で カメ ラ に 取付 け て 、 そ の 
コー ド を 、 カ メラ の シン クロ ソケット へ 接続 し ます 。 カ メラ の こま 送り 速度 切換 
え ダ イヤ ル の 1 を 指標 に あわ せ て 下さ い 。 スト ロボ が 発光 状態 に な っ て いれ 
ぱ ば 、 レ リー ズ (まだ は シャ ッ タ ー レ パー ) を お すご と に 、 ス トロ ボ 発 光 と 同調 し 
て 1 こま ずつ 撮影 が で きま す 。 ス トロ ボ は 1 回 発光 し ます と 溢 の 発光 まで 多少 の 
時 間 が か か り ま す の で その 間 は 時 間 待ち が 必要 で す 。 な お 、 使用 フィ ルム の ASA 
数 値 (感度 ) と スト ロボ の ガイ ドナ ン バ ー と 、 被 写 体 へ の 距離 に よっ て 、 カ メラ の 
絞り を 割り 出し て マニ ュ ア ル 絞 り で その 数 値 を 一 定 に し て お きま す 。 
絞り 数 値 は 次 の 式 で 簡単 に 計算 で きま す 。 
ガイ ドナ ン バ ー (metre) 
スト ロボ か ら 被 写 体 ま で の 距離 (metre) Re 
※ ス トロ ボ の ガイ ドナ ン バ ー (GN) は 一 般 に ASA100 に 対し て 示さ れ て お り ま す 
の で ASA25 の フィ ルム で は スト ロボ に 指示 され て いる ガイ ドナ ン バ ー の 0.5 倍 、 
ASA160 で は 1.25 倍 し た 値 を 上 式 の ガイ ドナ ン バ ー の 値 と し て 計算 し て 下さ い 。 
(例え ば GN= テ 20 の スト ロボ で は ASA25 の フィ ルム に 対し て は GN= テ 10、 ASA 
160 の フィ ルム に 対し て は GN= テ 25 と し て 絞り 値 を 計算 し て 下さ い 。) 
上 の 計算 で 出さ れ た 絞り 値 に 対し て 8 ミリ 映画 撮影 の 場合 は 半 絞り か ら 1 絞 り 位 
開い て 下さ い 。 


な お 、 ス トロ ボ を 併用 する 場合 に は 、 フ ィ ル ター キー を 使わ な いで 下さ い 。 


8 リモート 撮影 
リモ ー ト 装置 を 使用 し ます と 、 三 脚 に と りつ けた カメ ラ か ら 離 れ た と ころ に いて 
撮影 する こと が で きま す 。 
カメ ラ の リモ ー ト ソケット (REMOTE) に この コー ド を 連結 し 、 電 源 ス イッ チ を 
に し 、 シ ャ ッ タ ー レ バー を ラン ロッ ク 状 態 に し ます 。 
リモ ー ト 装置 の スイ ッ チ を 押し て いる 間 、 撮影 が で きま す 。 
スイ ッ チ に ロッ ク 装 置 が あり ます か ら 、 ロ ッ ク す れ ば 手 を は な し た まま で も 搬 影 
つづ ブ け る こと が で きま す 。 
取外す 時 は 、 ラ ン ロ ッ ク を 解除 し て か ら プ ラグ を ぬい て 下さ い 。 
順 座 を まち が えま す と 連続 撮影 に な っ て フィ ルム が 送ら れ て し まい ます 。 


《 注 意 》 
1. 構 図 を 決め た あと は 、 ア イ ビ ピー スシ ャ ッ タ ー を C に し て 下さ い 。 


ア 
/ prT RPMOTE RC 請 還 語 | スイ ッ チ を 押 し な が ら 手 前 
/ MMU| に 引け ば スイ ッ チ は ロッ ク 


記 WM され ます 。 


2 人 山 、 海 岸 な ど で の 撮影 
相 写 体 が 、 明 る すぎ て 指針 が 。 果 の 外 へ 出 た と き に は 、 マ ニュ アル フェ ー ド つまみ 
と 露出 補正 切換 え ダ イヤ ル を と も に @ ま た は 夫 に し て 下さ い 。 こ の と き 指 針 が 
g タ NN。。 の 間 へ 入れ ば 適正 露光 の 撮影 が で きま す 。 


マニ ュ ア ルフ ェ ー ド つま み 器 出 補正 切換 え ダ イヤ ル 


シャ ッ タ ー 開 角度 調節 ダイ ヤル と 

露出 補正 切換 え ダ イヤ ル に つい て 

シャ ッ タ ー 開 角度 に よっ て フィ ルム 面 の 露光 量 が 変わ り ま す 。 

すなわち シャ ッ タ ー 開 角度 調節 ゲイ ヤル を に し ます と 、 シ ャ ッ タ ー 角 度 の 全開 
(で 220”) に 対し て 婦 (110") に し ます と さら に 婦 (55") に な り 同 時 に 露出 が 巡 、 
友 に それ ぞ れ 変化 し ます 。 露出 補正 切換 を え ダ イヤ ル は 、 こ の よう な 露出 の 変化 に 
対し て 起 出 を 適正 に な る よう 補正 する も の で 、 必 ず シ ャ ッ タ ー 開 角度 調節 グイ ヤ 
ル の @、⑲ す に 合わ せ て 同じ マー ク に 切換 えて 下さ い 。 


こま 送り 速度 と 露出 時 間 の 関係 
シャ ッ タ ー 開 角度 を 変え る こと に 
より こま 送り 速度 と 露出 時 間 は 右 | 
図 の よう に な り ま す 。 


| 1729 | 39 秒 | 1/6 秒 | 
| 759 秒 | 76 示 |17176 め 
9 | 56 秒 | 7952 


スポ ー ツ な どの 動き の ある 被写体 に は 、 シ ャ ッ タ ー 開 角度 を 小さ くす る こと に よ 
り 。 まこ まう こと こま を より シャ ー プ に ちち ぐる も と と が で 意 東 すず 。 

シャ ッ タ ー 開 角度 を マニ ュ ア ルフ ェ ー ド つま みて で 変え た と き は 、 そ の 角度 に 合わ 
せ て 、 露 出 補正 切換 を え ダイ ヤル も 切換 えて 下さ い 。 


露出 補正 で の 撮影 「 

この カメ ラ は 、 A-M ダイ ヤル を A (自動 
絞り ) に セッ ト し て お け ば 、 す べ て カメ ラ 
が 適正 な 露出 を 決め て くれ ます 。 

し か し 、 松 写 体 に 対し バッ ク が 非常 に 明る 
い (又は 暗い ) 部 分 を 多く 占め て いた り 、 
ある い は 逆光 時 な ど 、 カ メラ の 示す 絞り 数 
値 を 補正 する こと に より 、 よ い 画 面 効果 が 得 ら れ ま す 。 

赴 出 補正 切換 え ダ イヤ ル を 右 に 回 せ ば 適正 起 貼 より オー バー に 、 左 へ 回 せ ば アン 
グー に 人 なり ます 。 

補正 絞り 値 は 、 銘 板 の 数 値 に 従っ て 下さ い 。 

ダイ ヤル 使用 後 は 、 博 に 戻し て お いて 下さ い 。 

(この 場合 、 マ ニュ アル フェ ー ド つま み を 操作 する 必要 は あり ませ ん 。) 


久 

』 

| 
ゝ 


圏 シャ ッ タ ー 開 角度 調節 に つい て 


恒 族 よそ ふい 


この カメ ラ に は 、 シ ャ ッ タ ー 開 角度 を 自動 的 に 又は 
外側 か ら 任意 に 変化 させ る 機構 が つい て いま す 。 

氷 準 撮影 で は 上 図 の A の よう に 220* の 扇形 切り と り 
の ある 円 板 (シャ ッ タ ー) が レン ズ 後 方 、 撮影 窓 ( ア 
パー チュ アー) の 直前 で 回 転 し ます 。 こ の 切り と り 
角度 を 、 上 図 の B、C の よう に せま くし て ゆき 、 つ 
い に は D の よう に 閉じ て し まう こと が で きま す 。 逆 マニー ズン で シャ ター 
に 、 は じ め 閉 じ た ま まで シャ ッ タ ー を 引い て 、 や が  。 ニュ アル フェ ー ド つま み 」 
を と 、 も 、 選 と 開い て めく こと も で きま す 。 

こう いう 変化 を させ る こと を シャ ッ タ ー 開 角度 の 調 

節 と いい ます 。 こ の 機構 を 使い ます と 、 次 に 説明 す 

きよ う 富 。 フ ュー ドア ウト 、 フ ェ ー ド イン 、 オ ー バ パ 

ー ラ ッ プ と いっ た ハイ テク ニッ ク を 駆使 で きま す 。 
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フェ ー ド アウ ト と は 、 画像 が だ ん だ ん 暗く 見 えな く な っ て め 
%《 ジー ン を いい ます 。 

話し の 区 切り や 、 全 体 の 終り の と ころ で 使わ れる テク ニッ ク 
で 、 次 の 2 通り の 方 法 で 撮影 で きま す 。 


オー ト フ ェ ー ド つま み を 左 に 押し 、 ロ ッ ク を は ず し ます 。 
撮影 し な が ら オ ー ト フェ ー ド つま み を 下 に 押し 下げ る と 自動 
的 に フェ ー ド アウ ト が 行わ れん れ 、 ス トッ プ し ます 。 こ の 間 オ ー 
ト フ ェ ー ド つま み は 押 し つづ ける 必要 は あり ませ ん 。(18 こ ま 
で 約 4 秒間) この 時 マニ ュ ア ルフ ェ ー ド つま み も ⑱ か ら @ 
に 自動 的 に 動き ます 。 標 準 撮影 に 戻す に は マニ ュ ア ルフ ェ ー 
ド つ まみ を の 位置 に 戻し 、 オ ー ト フェ ー ド つま み を 上 
(FADE-IN 側 ) に 押し あげ て 下さ い 。 


標準 撮影 に も どす に は 


も OCK 上 か 


た AFADE-#N 


す FADE-OUT 


人 マニ ュ ア ルフ ェ ー ド アウ ト 

オー ト フ ェ ー ド アデ ウト され る 時 間 が あら か じ め 決 まっ て いる の に 対し 、 ご 自由 に 
時 間 を コン トロ ー ル する と き に 使い ます 。 

この 場合 、 お 好み の 時 間に合わ せ て 、 撮 影 し な が ら マ ニュ アル フェ ー ド つま み を 
@ の 方 へ な め ら か に 回 し て 下さ い 。 

撮影 が 終っ た ら 、 の 位置 に つま み を 戻し て お いて 下さ い 。 


( 注 意 》 
1. オ ー ト フェ ー ド アウ ト を 何 度 も 続 
け て 行わ な ぃ で 下さ い 。 


フィ ルム が カセ ッ ト 内 に どん どん 
だ た る み 込 み 、 送 り 不良 と な り ま す 。 

2. フ ィ ル ムカ ウン ター が 45 フ ィ ー ト 
を 越え た だ たち 、 オ ー ト テラ ュー ドア ウツ 
ト は 行わ な いで 下さ い 。 


オー ト フ ェ ー ド つま み と フ ァ イ ン ダー 内 の シャ ッ タ ー 
開 角度 表示 マー ク は 上 図 の よう に な り ま す 。 
自動 フェ ー ド アウ ト 撮 影 で は この シャ ッ タ ー 開 角度 
表示 が 自動 的 に 降り て きま す 。 
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フェ ー ド イン (FI) 撮影 


フェ ー ド アウ ト と は 逆 に 、 暗 い ス クリ ー ン に 次 第 に 画像 が 明 
る 〈 く 見 えて くる 技法 で 、 通 常 、 映 画 の は じ め 、 区 切り の は じ 
め に 用 いら れ ま す 。 


信 オー ト フ ェ ー ド イン 

オー ト フ ェ ー ド つま み を 左 に 押し ロッ ク を は ず し ます 。 

マニ ュ ア ルフ ェ ー ド つま み を @ の 位置 に 回 し 、 オ ー ト フェ ー 
ド つ まみ を 上 に 押し 上 げ ま す 。 

シャ ッ タ ー レ バー を 引く と 自動 的 に フェ ー ド イン が 行わ れ ま 
す 。 (18 こ まで 約 4 秒間 ) フェ ー ド イン され た 後 は 引き 続い 
て 標準 撮影 が で きま す 。 


| 
隊 ーー 
ト LOCK 委 お 
1 
[ eo 
ペン 


ゃ FAOE-OUT 


AFADE-( 人 ン 多 


し LOCK と N 
( ブ 


ーー 


人 マニ ュ ア ルフ ェ ー ド イン 


マニ ュ ア ルフ ェ ー ド つま み を @ の 方 へ 回 し ます 。 
撮影 し な が ら マ ニュ アル フェ ー ド つま み を の 方 へ な め ら か に 回 し ます 。 
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オー バー ラッ プ は 、⑳ の 画面 が め っ く り と 消え は じ め る と 
の 画面 が それ に 重なっ て ゆっ くり と 見 えて き て や が て ⑬ の 画 
面 に な る と いう 技法 で す 。 

この 場合 、 ま ず め の 画面 を フェ ー ド アウ ト 撮 影 し 、 次 に その 
分 の フィ ルム を 巻 戻 し て 、 の 画面 を フェ ー ド イン 撮影 すれ 
ば 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 撮影 が で きま す 。 


#『 オ ー ト フェ ー ド つま み を 左 に 押し ロッ ク を は ず し ます 。 


の マニュア ルフ ェ ー ド つま み が ⑱ の 位置 に ある こと を 確か め 
て 下さ い 。 次 に 撮影 し な が ら 、 オ ー ト フェ ー ド つま み を 下 
(FADE-OUT 側 ) に 押し 下げ 、 フ ェ ー ド アウ ト 撮 影 を し ま 
す 。 約 4 秒 で 自動 的 
に カメ ラ は スト ッ プ 
し 大 ず 。 


定 ニ ニュ ア ナル フェー ド つ 
まみ が 中 間 の 位置 (た 
と えば き や 欠 の 位置 ) 
か ら 撮 影 し ます と 、 フ 
ェ ー ド アウ ト 提 影 は で 
きま す が 、 フ ィ ル ム を 
巻 戻 す と き に 、 巻 戻し 
ボタ ン を 下 に 押し さげ 
る こと は ば は で きま せん 。 


⑯⑩ 巻 戻し ボタ ン を 下 に 押し 下げ 、 シ ャ ッ タ ー レ バー を 引く と 自動 的 に 巻 戻し が 行 
われ 自動 的 に スト ッ プ し ます 。 ( 巻 戻 し ボタ ン は 押し つづ ける 必要 は あり ませ ん 。) 

《 注 意 》 

1 こま で 巻 戻 し を 行わ な いで 下さ い 。 


⑳ オ ー ト フェ ー ド つま み を 上 (FADE-IN 側 ) に 押し 上 げ て か ら 次 の シー ン を 撮 
影 し ます 。 自動 的 に フェ ー ド イン 撮影 され 、 そ の まま 撮影 を つづ け て 下さ い 。 


AFADE-』jN 


LOCK な iC 


ーー 


S.M. 


《 注 意 〉 

he ツー チョ プ 和 は 、 オ ー ト フェ ー ド アウ ト 、 巻 戻し 、 オ ー ト フェ ー ド イン の 自然 な 
順序 で 撮影 で きる よう 、 あ ら か じ め カ メラ は プロ グラ ム 設 計 さ れ て いま す 。 し た が っ て 、 
巻 戻 し ボタ ン は 、 ま ず オ ー ト フェ ー ド アウ ト 撮 影 を し な いと 作動 し ませ ん 。 

2. 巻 戻し で きる フィ ルム こま 数 は 約 70 コ マ で す 。 

3. 自 動 オ ー バ ー ラ ッ プ で きる 時 間 は 毎秒 18 こ ま 撮影 で 約 4 秒 で す 。 

4.54 こ まで の オー バー ラッ プ 撮 影 は な る べく 行わ な いで 下さ ゆい 。 

5. フ ィ ル ム の 最初 、 最 後 付 近 で は 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 撮影 は 行わ な か いで 下さ い 。 

6. 券 戻し ボタ ン は 、 フ ァ イ ン ダー か ら フ ィ ル ム へ の 逆 入 光 を 防ぐ た め 、 ア デイビー スシ ャ ッ 
ター を C に セッ ト し て か ら 押 し て 下さ い 。 
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/ バル ス 式 同時 録音 撮影 


612R、1018R は 、 パ ルス 式 同時 録音 方 式 (エル モ フ ィ ル マ チ ッ ク サ ウン ド シ ス テ 
ム ) カメ ラ で す 。 そ の た め に 、 パ ルス 信号 発信 機構 を 備え 、 関 連 し た いく つも の 
装置 を 内 蔵 し て いま す 。 


必要 機材 


音声 及び パル ス 信 号 を 録音 する 特殊 カセ ッ 

ト 式 テー プレ コー ダー の 「 エ ル モ フ ィ ル マ 

チッ クサ ウン ド SR-1 」「 ブ プー ム マ イク EC- 

い 202」 そ し て 再生 映写 機 と し て エル モ SP ハ 

yN イデ ラッ クス 、 SP デ ラッ クス 、 SP-A 等 の 
S、 いずれ か の 映写 機 が 必要 で す 。 


カメ ラ の REC ソ ケッ ト と SR- 1 を カメ ラコ 
ー ド で (SR- 1 付属 ) 接続 、EC-202 と SR-1 
を それ ぞ れ 接続 し ます 。 


/ ツ と 
AM EXTATT REMOTE REC 


還 。 曲 ノ 
京 ク 


カメ ラ の シャ ッ タ ー レ バー に 連動 し て 、SR 
-1 が 作動 し ます 。 すなわち 、 シ ャ ッ タ ー 
レバ ー を 押せ ば 、SR- 1 が 作動 し 、 音声 と 
カメ ラ か ら 発 信 さ れる パル ス 信 号 が 同時 に 
録音 され ます 。 


較 ボー ズ ス イッ チ 


同時 録音 撮影 を する と き に の み 、 使 用 する スイ 
ウザ で す 。 

この スイ ッ チ を 押し て いる と き は 、 カ メラ か ら 
パル ス 信 号 が SR- 1 に 発信 され ず 、 シ ャ ッ タ ー 
レバ ー を 引い て も SR- 1 は 作動 し ませ ん 。 
撮影 され た 何 本 か の フィ ルム の 接続 を 考慮 され 
て 生ま れ た スイ ッ チ で 、 フ ァ イ ン ダー 内 の [FILM ] 
マー ク の 点滅 (17 ペ ー ジ の フィ ルム 在 否 マー ク 
の 項 参照 ) と 併せ て 使用 し ます 。 


エル モ SP シ リー ズ 等 の パル ス 式 映写 機 と SR-1 を コー ド 1 本 で つなぐ だ け 。 


SR-1 を スタ ー ト すれ ば 、 映 写 機 も パル ス 信 号 の 働き で 作動 し 、 画 面 と 音声 が 
ピッ タリ あっ た 同調 映 号 が で きま す 。 
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エル モ フ ィ ル マ チ ッ ク サ ウン ド シ ス テム の 特長 


エル モ フ ィ ル マ チ ッ ク サ ウン ド シ ス テム は 、 お 手持 の 612R 又 は 1018R と 、 音 機能 
を 集中 させ だ た SR- 1 を 中 心 と する 本 格 的 な 同 録 シ セス テム で す 。 

撮影 、 再 生 方 法 を た だ 単に 簡便 化し た だ け で は な く 、 音 の 編集 や 磁気 式 ト ー キ ー 
映写 機 へ の 音 の ダビ ング な ど 、 無限 に 広がる 可能 性 を 秘め て いま す 。 


1. 操 作 が 簡単 で す 。 
コー ド の 接続 だ け で (アタ ッ チ メン ト の 取付 等 の 必 
要 は あり ませ ん ) 同 録 撤 六 、 映写 が 手軽 に で きま す 。 


2. テ ー プ 編集 が で きま す 。 
同 録 を し た 音 と パル ス 信 号 を オー プン テー プ に 移し / emms \ 


呈 還 | 軒 四 較 世 mm 


か える こと が で きま す 。 フィル ム の 編集 に 合わ せ た だ ぐ 

オー プン テー プ で の 編集 は も ちろ ん 、 さ ら に 同 録 し と ふ 、 こ 。 プ 
た 音 に BCM や ナレ ーション な どの 追加 録音 も で きま N、 ペ ノー 
導 


9. 磁気 式 ト ー キ ー フ ィ ル ム へ の 
移し か えも OK。 

同 録 撮影 し た フィ ルム に コー ティ ング を すれ ば 、 そ 

こ へ SR- 1 より 音 の 移し か ぇ が で きる 幅 の 広い シス 

まる ム で や す 。 


SR-1 の 特長 


借 扱 いや すい 上 面 操作 、 レ バー 方 式 。 片手 で 手 さ ぐ り で 、 コ ント ロー ル 
で きま す 。 

登 撮影 時 は 右側 、 映 写 時 は 左側 。 各 種 コ ネクター、 ソ ケッ ト を 分 離し て 
配置 。 

信 カメ ラ (612R、1018R) の スタ ー ト ・ ス トッ プ に 連動 し て SR- 1 の カ 
セッ ト テ ー プ も 急速 起動 ・ 急 速 停止 。 
電磁 石 の 採用 に より 、 テ ー プ 給 送 部 の 作動 は 確実 で す 。 
電磁 石 は 、 カ メラ の スタ ー ト と 連動 し て SR-1 の キャ プス タン 軸 に ピ 
ン ッ サ セー ラー ぞ を 圧 者 きせ テー プ を 人 迄 0 ます 。 
また 、 電 磁石 は スト ッ プ 時 に 、 別 の プレ ー キ に 作用 し 、 テ ー プ を 固定 
し ます か ら 、 停 止 時 の テー プ の 位置 ずれ は まっ た く あ り ま せん 。 し か 
も 、 ス トッ プ 時 は 、 キ ャ プス タン 軸 と ピン チ ナロー ラー は 離れ て いま す 
か ら 、 ピ ンチ ロー ラー の ゴム の 部 分 が 変形 し 、 回 転 ム ラ を 起こ すこ と 
も あり ませ ん 。 

急 最 大 出力 1 W。 大 公開 映写 で も 、 ア ンプ を 通さ ず 外 部 スピ ー カ ー ( 別 
売 ) に 接続 可能 。 

人 高 感度 エレ クト レッ トコ ン デ ン サ ー マ イ ク 内 蔵 。 

人 録音 音量 は 、 自動 調節 。( 手 動 調 節 も 可能 

信正 常 な バルス の 収録 ・ 再 生 を 知ら せる 赤色 発光 グイ オー ド シマ レス の 眼 ? 

@ 同時 録音 状態 の まま 電源 を ON・OFF。 電 池 の む だ な 消耗 を 防ぐ 「 待 機 
スイ ッ チ 」 装 備 。 

但 カ メラ コー ド を つない だ だ け で 、ESS ボ タン を 押し て いな い 時 や カメ 
ラコ ー ド の 接続 不良 の 場合 、 カ メラ (612R、1018R) だ け の スタ ー ト 
を 防ぐ 「 安 全 機構 」 

念 同時 録音 ・ 同 調 映写 の ほか 、 ア フレ コト ー キ ー 映 画 も 可能 。( パ ルス 式 
トー キー 映写 機 よ り パ ルス を 収録 ) 

価 SR- 1 で 収録 し た カセ ッ ト テ ー プ の 音声 を 8 ミリ トー キー 映写 機 エ ル 
モ ST-1200D な どの 磁気 式 ト ー キ ー フ ィ ル ム へ 移し か そる こと も 可能 。 
(シン クロ ナイ ザーE- 1 を 使用 ) 

但 プ ビーム マイ ク EC-202 (別売 ) の 他 、 一 般 マ イク ロホ ン も 使用 可能 。 

僅 内 蔵 乾電池 の 他 NiCd バ パッ テリ ーッ ク (別売 )、AC 外 部 電源 (別売 ) 
の 使用 も 可能 。 

久 通 常 の カセ ッ ト レ コー ダー と し て も 使え ます 。 
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ゲン セリ りり 


圏 ムー ビー ライ ト 

室内 や 夜間 撮影 の と き に は 、 エ ル モ ム ー ビ ー ラ 
イト を ご 使用 下さ い 。 

2 灯 用 (100V・500W x 2 ) 

1 灯 用 (100V・650W ) 

と も に ハロ ゲン ラン プ 使 用 で 、 カ メラ に と りつ 
け も 可能 で す 。 2 灯 用 は カメ ラ の 三脚 穴 を 利用 、 
1 灯 用 は 直接 ムー ビー ライ トシ ュー に と りつ け 
に 


較 パワ ー バ パッ クン PP -292<9V> 

連続 し て 多く の フィ ルム を 撮影 する と き や 、 寒 
准 地 で の 撮影 また スロ ー モ ーション 撮影 を 多く 
行う と き に 使用 され る と 便利 で す 。 

単 2 乾 電池 (UM- 2 、SUM-2 また は AM2)6 
本 を 使用 し た 大 容量 の パワ ー パ ッ ク (外部 電源 
装置 ) で す 。 


4 
5 葵 


TBATT REMOTE REC 記 


諾 スト ロボ ホル ダー 
小型 スト ロボ を 使っ て 1 こま 撮影 され る と き の 
取付 け 金 具 で す 。 


田 リモ ー ト 撮影 装置 

隠し 撮り や 近づき に くい 鳥獣 の 撮影 の と き に 便 
利 で す 。 セ ルフ タイ マー 代用 と し て 、 ご 自身 を 
撮影 な さる こと も で きま す 。 

(P.25 参 順 ) 


同 録 用 アク セ サ リ ー 


プー ム 式 と ハン ド 式 兼 用 

専用 マイ クロ ホン EC-202 

612R 、1018R の 後部 の アク セ サ リ ーシュ ー へ 装 
着 で きま す 。 和 斜め 上 方 へ 約 120cm カメ ラ か ら 離 
すこ と が で きる 専用 マイ クロ ホン で す 。 


ワイ ヤレ スマ イク ロホ ン 

ワイ ヤレ スチ ュー ナー 

同時 録音 撮影 の 範囲 を 、 さ ら に 広げ ます 。 寝 号 
体 や 音源 が 遠く に ある と き の 撮 影 を 可能 に し た 
ワイ ヤレ ス 装 置 で す 。 
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同時 録 斉 テー プレ コー ダー 

エル モ フ ィ ル マ チ ッ ク サ ウン ド SR- | 

同時 録音 用 カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ ー で す 。 録 
音 は 自動 調節 と 手動 調節 の 切換 え が で き 、 マ イ 
クロ ホン は あら か じ め 内 蔵 さ きれ て いま す が 、 別 
に 専用 の マイ クロ ホン お よび 大 公開 用 スピ ー カ 
ー へ の 接続 も で きま す 。 

最大 出力 1 W。 


エル モ フ ィ ル マ チ ッ ク サ ワウ ンド DR- 1 
(近日 発売 予定 ) 

小型 携帯 に 便利 な 同時 録音 用 カセ ッ ト テ ー プ レ 
コー ダ で す (サイ ズ は 16X11.4X3.7cm、700g )。 
小型 で ある に も か か わら ず 同 時 録音 に 必要 な 諸 
機能 は SR- 1 と 同じ 様 に 内 蔵 き れ て いま す 。 撮 
影 機 、 映 写 機 へ の 結合 は 各々 コー ド 1 本 で 完了 
vw 

外部 スピ ー カ ー に は 、 エル モ ES-650 又 は 、S タ 
イプ を ご 使用 くだ さい 。 


本 


エル モ SP ロ シリーズ 

同調 映写 の と き に 、 常 に 一 定 の 画面 か ら ス タ 
ー ト させ る こと が で きる “フィ ルム 頭 出 し 
機構 付 。 世 界 最高 水準 を めく EJM ハ ロ ゲ ン ラ 
ンプ の 明る さ な ど 8 ミリ 映写 機 に 要求 され る 
あら め ゆる 機構 を も ちっ て いま す 。 

き 届 2 イプ ラッツ 、 あ や デラ テッ クス 、 き PP- え 
が あり ます 。 


10 倍 エル モズ ー ム レン ズ 6 倍 エ ル モ ズ ー ム レン ズ 
ド 1.8 #f テ 7 アー70mm ド 1.2 #f テ 7 アー42mm 
フィ ルター ね じ 委 67mm フィ ルター ね わ ね じ 径 67mm 


H 約 3 秒 
L 約 6 秒 
マニ ュ ア ルズ ー ミ ング 可能 。 


一 眼 実 像 レフ レッ クス 方 式 。 ス プリ ッ ト イ メー ジ 距 離合 わ 
せ 。 視 度 調節 可能 (一 5 一 十 2.5 デ ィ オ プター) ア イ ビ ピース 
シャ ツ ッ 2 


F 値 。 ン ヤ 9 が ター 開 角度 
発光 ゲ ダイ オー ド に よる 録音 表示 、 フ ィ ル ム 終 了 了 予告 及び 終 
間 


CdS 使 用 TTL 完 全 自 動 絞り (水銀 電池 不要 ) 。 
マニ ュ ア ル 絞 り 調 節 可 能 。 


本 態 【 一 、 一 発 、 一 攻 。、 壮 甘 、† す 内 、 二 ミキ 。、 サ す 放 、 みみ 
ックス トッ プ 付 ) 


電動 式 。 
電子 ゲッ ヾ ナ ー 制 御 o 
こま 送り 硬度 6 、18、24、54 こ ま / 秒 及び 1 こま 。 


内 蔵 。 
0.6、1、2、4、8、15、30 秒 の 7 段階 で 自動 1 こま 撮影 


可能 。 ク リッ クス トッ プ 付 。 
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征 光 用 ASA 25, 100 
人 工 光 用 ASA 40, 160 
(フィ ルム 装てん に 連動 可能 切換 え ) 
ダイ ヤル 回 転 式 。 順 算式 、 自 動 復 元 。 記 憶 指 針 付 。 
ダイ ヤル 回 転 式 、 1 回 転 72 こ ま 、0 セッ ト 可 能 。 
電磁 レ リ ー ズ 。 


3 枚 羽 根 方 式 。 開 角度 220 度 一 0 度 連続 可変 。 
2 (10 度 )、 巡 (55 度 ) ロッ ク 付 。 


村 自動 。(18 こ まで 約 4 秒 ) 


| 自動 又は マニ ュ ア ル 。 | 


発光 ダイ オー ド 点 灯 表 示 式 。( フ ィ ル ム 給 送 表示 用 ) 


| 9 V。( 単 3 乾電池 6 本 使用 ) | 


パル ス 式 。 エルモ フィ ル マ チ ッ ク サ ウン ド SR-1 併用 。 


| スト ロボ 同調 可能 。 


折り た た み 式 。 


86X140X256mm 86X140X240mm 
2.0kg 1 .9kg 


仕様 は 子 告 な し に 変更 する こと が あり ます の で ご 誠 基 下 さい 。 


(/ ら jaISIol | 
| 本 し 圧計 叶 
Losms 


カメ ラ の フィ ルム 面 位置 マー ク (①⑪) か ら 距 離 の 被写体 に ピン ト を 合わ せま す と 、 
レン ズ の F 値 と 焦点 距離 f の 関係 で 、 そ の 被写体 の 向こう の ほう 、 フ ィ ル ム 面 位 
置 マ ー ク か ら A の 距離 まで と 被写体 の 前 の ほう 、B ま で の 距離 の 間 に ビ ピン ト が 合 
いま す 。 こ の A 一 B の 範囲 を 被 写 界 深度 と いい ます 。 

L が 大 きい ほど 、 双 F 値 が 大 きい ほど (つま り 、 絞 り を 絞る に し た が っ て ) A 一 
B は 大 きく な り 、 人 生体 に ピン ト が よく 合う よう に な り ま す 。43 一 45 ペ ー ジ の 表 は 
A と B を 示し て お り ま す 。 上 段 の 数 字 や 無限 遠 記号 が A で 下段 の も の が B で す 。 


F 値 F1.2 の 深度 表 は 612R 用 で す 。 
F 値 F22 の 深度 表 は 1018R 用 で す 。(1.8 一 16 は 共通 ) 


ゆ 


oo 8 


SS] 


CO 
CO 
CoO 


+ー 
トゥ ら 
CS 


〇 つ rm 
oo 忌 |O< 
さっ | GO 尼 
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p | っ mm ' ーー ' ーー 単位 m 


| 20 CO CO 

6. 4. 0 3. 前 。 0 1 . 0 【。 . 1. 0 0.71 | 0.53 

| 5 |10.61 | 24.30 

に 3.28 | 2.80 | 2. り Mk 83 4 46 | 1. 8 0. 0 0. 0 0.49 
4.38 | 5.69 | 11.4 oo 
2.28 | 2.0411.74 | 1. し 人 0 0. 9 0. 2 0.60 | 0.47 
2.52 | 2.91 | 3.90 | 6.61 | 102 co 
1.66 | 1.53 | 1.35 | 1.19 | 1.02 | 0. し 明 0. 6 0. Ll 0.44 
1.77 | 1.95 | 2.35 | 3.11 | 5.51 
1。80 | 1.22 | 1.11 | 1.Q0 | 9.98 0 75 | 0. 88 0. 0. 和 


「 三 eS5mm ミニ ミー 単位 大 


| 20 85.30 
11 .4 3 8 | \。 1 5。 6 4. 1 De Me 9 54 | 1. : 1 .38 
| 10 16.2 | 23.4 | 91.8 
sg9 | @。8 | 8 | 4 0 3. 人 9 ク 。 6 > . 馬 l 2 
6.16 | 6.97 | 8.94 | 13.6 | 43.9 
4 も.21 | 8.90 | る 移 | 408 1 6 1 る ie 中 6 1 時 1 
9 3.88 | 3.60 | 4.06 | 4.79 | 6.31 | 12.10 
2。70 | 2.57 | 2.98 ) る 人 8 11.98 11781 ま 3 50 1.22 0 
D り | 41 | 965 1 3.05 18.8 | も 9 
1.74 | も 前 | 1 駅 1195」 13. 名 9 


8 


8 


府 
0.87 


1.89 | 2.01 | 36 】 3.0] | $.68 
1 7 | 1.28 | 1.11 | 1.01 1 9。.88 5 


† 三 42mm 単位 m 


上 
1 


Eu 陸生 09 隔 | 
9 73.6 | 49.1 。 8 
20 27.40 | 33.64 | 54.24 |207.00| oo oo oo oo 

15.8 | 14.24 | 12.3 | 10.6 | 8.88 | 7.18 | 5.80 | 4.40 | 3.42 

10 11.55| 12.52 | 14.6 | 18.10 126.86 198.70| oo oo oo 

| 8.82 | 8.33 | 7.63 | 6.92 | 6.17 | 5.30 | 4.52 | 3.63 | 2.94 

| 5 5.35 | 5.55 | 5.91 | 6.41 | 7.23 | 8.96 | 12.8 |45.53 | 

」 4.69 | 4.55 | 4.34 | 4.10 | 3.83 | 3.48 | 3.13 | 2.68 | 2.29 

- ま 3 3.12 | 3.18 | 3.30 | 3.44 | 3.66 | 4.05 | 4.67 | 6.28 | 10.8 

了 ( 2.89 | 2.84 | 2.75 | 2.66 | 2.54 | 2.39 | 2.22 | 1.99 | 1.77 

M 2 2.05 | 2.08 | 2.12 | 2.18 | 2.26 | 2.40 | 2.60 | 3.02 | 3.75 

| 部 1.95 | 1.93 | 1.89 | 1.85 | 1.79 | 1.72 | 1.63 | 1.51 | 1.38 

7 1.54 | 1.57 | 1.60 | 1.64 | 1.71 | 1.80 | 1.99 | 2.27 

陳 1.46 | 1.44 | 1.42 | 1.38 | 1.34 | 1.29 | 1.21 | 1.13 


† 三 7Omm 単位 m 
204 136 8Z。、B | 仙 .4 | 48.9 | 808 | 認 4 | 18.4 | 118 


] 

20 1221| 23.4| 258129.5| 36.5 | 56.6 | 183 | oo 
| 18.2 | 17.5 | 16.3 | 15.1 | 13.80 | 12.2 | 10.6 | 8.79 | 7.28 
か |10 5|10.8|z | 1.9112.9 114.7 117.8 1 27.8 | 86.2 
際 9.55 | 9.33 | 9.00 | 8.63 | 8.19 | 7.60 | 6.97 | 6.14 | 5.37 


〇 ゝ 
に の) 


6.36 | 7.26 | 8.76 
隊 す 8 4.13 | 3.83 | 3.52 
人 3.42 | 3.66 | 3.99 
0 2.68 | 2.55 | 2.42 
に 導 | 2 | 2.02 | 2.08 2.04 | 2.06 | 2.08 2 | 2.17 | 2.26 | 2.37 
| 油 % 1.98 | 1.98 | 1.96 | 1.94 | 1.92 9 | 1.86 | 1.80 | 1.73 
+ H ほ 


トー 


心 の 1O 
ト 5 (《 〇 
+ー トー 
C う 5 〇 > 
《 〇 てら 5 
+ー リー 
C ら 5 〇 > 
の 1 (OO 


1 
8 

| 1 5| 1 | 151 | 52 | 1.53 | 1.54 | 1.56 

。 | "| 1.49 | 1.49 | 1.48 | 1.47 | 1.46 | 1.44 


トー 
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7 の 


株 式 会 社 エル モ 社 


製品 に つい て の お 問 合 わ せ は 、 最 寄り の 弊社 営業 所 多 は 出張 所 へ 。 


本 社 工 場 
東京 営業 所 
大 阪 営業 所 
名 古屋 営業 所 
九 州 営業 所 
北海 道 営業 所 
仙台 営業 所 
広島 営業 所 
横浜 営業 所 
金沢 営業 所 
四国 営業 所 
京都 営業 所 
静岡 営業 所 
松江 出張 所 
鹿児島 出張 所 
新潟 出張 所 
秋田 出張 所 
松山 出張 所 
岡山 出張 所 


名 古屋 市 瑞穂 区 神 穂 通 ! 丁 目 6 番 地 電話 ( 052)8II-5I31! 番 〒467 
東京 都 港 区 三田 3 丁目 !|Il 番 37 号 電話 ( 03)452-625I 番 〒I08 
大 阪 市東 区 高 麻 橋詰 | 番 地 電話 ( 06)942-3221 番 〒540 
名 古屋 市 中 区 大 須 2 丁 目 2 番 6 号 電話 ( 052)23I-8341 番 〒460 
福岡 市 博多 区 下川 端 町 10 番 10 号 電話 ( 092)28!-413! 番 〒812 
札幌 市 中 央 区 北 二条 西 3 丁 目 | 越山 ビル 5 階 電話 ( 0OII)22I-1491 番 〒060 
仙台 市 中 央 4 丁目 |0 番 14 号 エ ノ ト セー フ ビ ル | 階 電話 (0222) 66-3255 番 〒980 
広島 市 中 町 8 番 I2 号 広島 ダリ ー ン ビル 5 階 電話 (0822) 48-4800 番 〒730 
横浜 市 神奈 川 区 金 港町 10 番 地 3 太陽 生命 横浜 ビル 8 階 電話 ( 045)46I-1982 番 〒22| 
金沢 市 玉川 町 Ii 番 I8 号 新 石川 ビル 7 階 電話 (0762) 33-I285 番 〒920 
高松 市 寿 町 2 丁目 4 番 20 号 千代 田 生 命 高松 ビル 4 階 電話 (0878) 2I-8344 番 〒760 
京都 市 中 京 区 柳 馬場 通 御 汰 下 ル 柳 八 幡 町 55 京都 朝日 ビル 7 階 電話 ( 075)223-0120 番 〒604 
静岡 市 伝馬 町 24 番 地 の 2 静岡 住 建 ビ ル 2 階 電話 (0542) 52-6333 番 〒420 
松江 市 東 本 町 3 丁目 6 番地 柿田 ビル 4 階 電話 (0852) 22-0276 番 〒690 
鹿児島 市 中 央 町 中 番地 の 5 南国 日 生 ビ ル 2 階 電話 (0992) 52-5463 番 〒890 
新潟 市 米山 東通 り 593 番 地 駅 南 ビ ル 4 階 電話 (0252) 4|-39I6 番 〒950 
秋田 市 山王 6 丁目 2 番 10 号 大 丸ビル 2 階 電話 (0188) 62-4552 番 〒01!0 
松山 市 千 舟 町 4 丁目 | 番 5 号 高岡 ビル | 階 電話 (0899) 43-834i 番 〒790 
岡山 市 中 山下 | 丁目 9 番 40 号 新 岡山 ビル IO 階 電話 (0862) 3|-3205 番 〒700 


海外 現地 法人 


西独 
(デュ ッ セ ルド ルフ 市 ) 


カナ ダ 
(トロ ント 市 郊外 ) 


ElImo (Europe) G.m.b.H. アメ リカ Elmo Mfg Corp. 

EImo-Haus, Steinstr. 23, (= ニューヨーク ) 32-10 57th Street Woodside, NY 11377 
D4, Disseldorf, Tel. (212)626-0150 
Te1l.(0211)326867,326870,326895 (ロス アン ゼル ス 市 郊外 ) 21220 Erwin Street, Woodland Hills, 
Eimo Canada Mfg. Corp. CA 91364 

44 West Drive, Brampton, Tel. (213)3464500 


Ontario L6T 3T6 
Te]. (416)453-7880 


Tー②-301 C 225 


